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͍   Ⱳ  令和 6 年 11 月 16 日（土） 第 2 校時（10：05～10：55） 

͎ ᶘ ʾ     中学校第 3 学年



させながら自動車教材へ実際にプログラミングを行う。プログラミングには BASIC 言語をベースとし

た IchigoJam を活用する。IchigoJam はインターネット環境がなくても活用でき，インタプリタ方式で

実行することができる。また BASIC 言語の命令語が英語に近いことから中学校 3 年生の段階において

円滑に導入できると考える。ON-OFF 制御に必要なアルゴリズム構築と結び付けてプログラミングを

行うことで，テキスト型プログラミング言語の意味を理解しながら学習を進めることができる。第 3 次

では，まず ON-OFF 制御による自動ブレーキ付き自動車の問題点や改善点を考える。自転車を例にブ

レーキをかける際，ON-OFF 制御であれば急ブレーキになり走行者に危険が及ぶことを想起すること

で，比例制御の必要性に気付くことができるようにする。従来技術による問題の解決の一連の過程にお

いて，「評価」まで実施することは多いが「改善・修正」まで取り組むことは授業時数や教材の関係で困

難なことも多い。今回は制御方法に着目することで，ON-OFF 制御による問題の解決の改善策として比

例制御を行うことで，問題の解決の過程をブラッシュアップしながら学習を進めることが可能になる。

比例制御を行うにあたり，まずセンサの特性を取得しプログラミングに活用する。センサと壁までの距

離と閾値（アナログ値）の関係を表・グラフに表すことで，センサの特性を可視化することができる。

特性の取得後，グラフから数式化されたセンサの特性を比例制御のプログラミングに活用し実装させる。

これは自動車産業をはじめとする産業界で用いられる設計手法の一つである「モデルベース開発」（複

雑なシステムをコンピュータ上で実現し，机上でシステムの設計・検証を行う設計手法）に基づいたも

のである。本校の研究主題である「教科等本来の魅力」に際して，技術科では「技術に関する科学的な

理解に基づいた設計・計画を伴った製作・制作・育成としての『ものづくり』」を魅力として捉えている。

今回は設計（プログラミング）にあたり，センサの特性を表・グラフ・数式で可視化して活用する活動

を通して，データに基づく根拠を伴った設計が行えるようにする。自分たちが実験により取得し表・グ

ラフ・数式で可視化したセンサの特性をプログラミングに活用することによって，科学的な理解に基づ

いた設計を伴う「ものづくり」として技術の魅力に迫れるようにしたい。また，本附属学校園が共同で

研究する「越境」に関わって，センサの特性取得にあたり，数学科の知識を活用した「教科間の『越境』」

として学習を展開する。数学科で学習した知識が，技術のものづくりの設計に活用できることで，学び

の繋がりを生徒が実感でき，主体的に学習に取り組むことに繋がる。数学科と技術科，双方の「教科間

の『越境』」により，技術科の魅力により迫ることができるようにしたい。 
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（１） 自動ブレーキ付き自動車教材の計測・制御システムの仕組みを理解し，ON-OFF 制御，比例制

御による安全・適切なプログラムの制作（センサの特性取得も含む），動作の確認及びデバッグが

できる。                             



͓ ◙ ὓᵊˢ ͒Ⱳḧˣ 

次 時 学習内容 

１ １ 自動ブレーキ付き自動車による問題の解決の視点 

２ 
2 フローチャートによるアルゴリズム構築（ON-OFF 制御） 

３ 走行体へのプログラミング（実装）・評価・改善（ON-OFF 制御） 

３ 

4 センサの特性取得，表・グラフ・数式化による可視化（比例制御） （本時） 

5 走行体へのプログラミング（実装）（比例制御） 

6 比例ゲインの調整による目標値収束に向けた実験・評価（比例制御） 
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 ○自動ブレーキ付き自動車のセンサの特性を表・グラフ・数式に表すことができる。 【知識・技能】        

 ○数学の知識を用いて科学的な理解に基づいた設計手法を行うことで技術の魅力に迫り，主体的に課

題の解決に取り組もうとする。                 【主体的に学習に取り組む態度】 
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基準 具体的な児童・生徒の姿 

Ⅲ 

自動ブレーキ付き自動車のセンサの特性を取得し，表・グラフ・数式に表し，比例制御

による走行体のプログラミングに活用し，数学の知識を活用した設計手法からものづくり

の魅力を実感している。 

Ⅱ 
自動ブレーキ付き自動車のセンサの特性を取得し，表・グラフ・数式に表し，比例制御に

よる走行体のプログラミングに活用することができている。 

Ⅰ 自動ブレーキ付き自動車のセンサの特性を取得し，表・グラフに表すことができている。 

手立て【関連する教師の資質能力】 

○ 生徒が「技術科の魅力」に迫れるように，科学的な理解に基づいた設計手法によるものづくりを

実践できる教材・単元開発を行う。【授業構想力】 

○ 生徒が限られた時間内で安全・適切にプログラミングを行えるように，教材・ワークシートの準

備を含んだ環境調整を行う。【授業構想力】 

○ 机間指導行いながら，生徒の構文エラーに柔軟に対応し，授業時間内で適切にプログラミングが

実施できるように指導・補助を行う。【授業実践力】 
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学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 

１．前時までの復習をする。 

・ON-OFF 制御による自動ブレーキ付き自動車のプ

ログラミング 

・ON-OFF 制御の問題点の考察 

・比例制御の有用性の確認 

 

 

 

２．比例制御の設計手順を把握する。 

・センサの特性取得 

・自動車へのプログラミング 

 

３．本時の課題を把握する。 

 

 

 

４．センサの特性取得実験，モデル化（表・グラフ・

数式）を行う。（４人１組） 

○センサが壁までの距離に応じてどのような信号を

発信しているかを調査する実験を行う。（信号の値と

壁までの距離の関係を表・グラフにまとめる。） 

①センサとの壁までの距離に応じたセンサの示す閾

値を表に記録する。（ワークシート） 

 

②表の作成後，グラフを作成する。（ワークシート） 

・



５．４で変換した数式が正しく距離に反映されてい

るか実験を行う。 

・４－③の数式をプログラムし，壁までの距離に応

じて正しい距離が表示されるか確認する。 

 

６．片付けを行う。 

 

７．本時の振り返りを行う。 

・センサの特性を数学の知識を用いることで可視化

（解明）できる。 

○変換式の実験を行うことで，モデル化によ

りセンサの特性を可視化できることを実感

できるようにする。 

 

 

 

 

〇本時で数式化したセンサの特性を，次回の

プログラミングに活用することを伝えるこ

とで学習の見通しをもてるようにする。 

 


